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総括班は、昨年度に引き続き、
東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所（AA研）、
世田谷代田 仁慈保幼園と共催で、シビルダイアログ・キャラバン企画

「空と海がつなぐ世界」（10月24日～11月13日）を実施した。

１．信頼学的アウトリーチ活動

イスラーム信頼学では、学術成果
の社会への還元を目指す一連のアウ
トリーチ活動を「シビルダイアログ・
キャラバン」と呼んでいる。ここで「ダ
イアログ」という語を用いているのは、
これまでのアウトリーチ活動において
主流であった講演会やシンポジウムの
ように、研究者側から一方的に情報を
伝達するのではなく、成果発信をイベ
ントの参加者との対話形式で行ない、
キャラバンのように実施場所を変えて
精緻化することで、我々も新たな視座
や学びを得たいという意図からである。

近年、「サイエンス・コミュニケー
ション」という言葉が普及し、学知の

「社会との共創」が新時代の学究にお

ける重要なキーワードになっている。
このような学問を研究者間で自己完結
させず、社会との接合を模索すること
で発展させるという発想は、昨年度に
本企画を立案した段階からさらに浸透
した印象がある。厳しさを増す研究環
境に対する危機意識を背景に、実学的
な成果発信からは遠い（と少なくとも
思われてきた）人文社会系の学問にお
いても、これまでにない手法でその魅
力を広く発信し、価値を社会に認知し
てもらうことが一層求められていると
いえるだろう。

だが、人文社会学、特に海外を対象
とした歴史・地域研究においては、そ
の具体的な実践例に乏しく、ほぼ手つ
かずの領域である。「学知の共創」を
流行語として終わらせてはならず、ま
たこれまでも行なわれてきた成果還元
活動の、単なる看板の付け替えであっ
てもいけない。そして信頼学が「学術
変革領域研究」を名乗る以上、未来の
アウトリーチ活動における指標を示し
たい。人文知を「共に創る」とはどう
いうことなのか、それには何が必要な
のか。方法論、場所、対象、内容・・・
全てにおいてゼロから考える必要が
あった。

２．新たなる試行錯誤

依然として厳しい状況に置かれてい
る人文社会系の学問であるが、追い
風もある。その一つは、2020 年以降、
小学校から高校まで順次施行された文
部科学省の「学習指導要領」の改訂で
あり、何を学ぶかに加え、どう学ぶか
という、プロセスベースの探求型学習
が新設された。ウェブから無限に情報
が手に入るデジタル・ネイティブの世
代にとって、自身で問題を設定し、大
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【ポスター図版出典】
Olaus Magnus, Carta marina, 1539.
Johann Bayer, Uranometria, 1603.
Frederik de Wit, Planisphaerium Coeleste, 1670.
Jehoshaphat Aspin, Urania’s Mirror, 1824.
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在園児向けワークショップ「なぞのしょくぶつ　わくわくの実」（10月28日）

展示解説ツアー（11月8日）

量の情報を取捨選択し、そこに意味
や価値を付与していく作業（キュレー
ション）が意識されるようになった。
もう一つは内閣府の推進するシチズン
シップ教育である。学びを教室内で完
結させず、地域社会の構成員としての
意識を育み、社会問題の解決に向けて
企業や地域組織などと連携する動きで
ある。このような問題解決に向けた自
発的な思考を促す教育方針への転換に
より、研究者側も「教える（＝正解を
出す）」という従来的なアウトリーチ
活動にとどまらず、ともに思考し、学
びを展開させる機会を提供することが
求められている。

それでは、「コネクティビティ」と、
そこに介在する「イスラーム」という
信頼学としてのコンセプトに基づく、

「学術変革」の名にふさわしい、双方
向性ある成果還元とはどのようなもの
か。昨年、一つの試みとして出した形
は、保育施設を舞台に、大人からこど
もまで、主催者側で対象者を限定しな

い、対話形式でのアウトリーチ活動
（「動物がつなぐ世界」）であった。す

べてが手探りであった昨年度の反省を
もとに、もう一度同様の形態で実施す
ることで、今後の課題を洗い出したい。
そのような意図から、今年度も共催、
すなわち「パートナー」として、AA 研、
そして世田谷区の認可保育園である世
田谷代田 仁慈保幼園に協力を要請し、
実現したのが本企画「空と海がつなぐ
世界」である。

３．「空と海がつなぐ世界」

今年度は企画全体のテーマを天文学
と地理学の東西伝播と発展の歴史に据
え、全世界的な視座から、つながりの

「潤滑油」としてイスラームが機能し
ている側面を描く内容とした。企画は
①在園児向けワークショップ、②親子
講座、③パネル展示、④参加型企画と
いう昨年度と同様の構成に加え、新た
に、保育園の先生方と AA 研スタッフ
を中心に、冒険と発見にまつわる推薦

本（「推し本」）を集め、冊子として配
布した。

①在園児向けワークショップ（「な
ぞのしょくぶつ　わくわくの実」：10
月24日・25日・28日、3クラスで実施）

北アフリカ出身の地理学者イドリー
スィーの円形地図（12 世紀）を取り上
げ、そこに描かれる謎の島「ワーク
ワーク」に育つという植物を、断片的
な文字情報に基づき創作するワーク
ショップである。

②親子講座（「おはなし会＆ワーク
ショップ」：11月５・６日、全３回）

親子講座は保護者同伴となるため、
在園児向けワークショップよりも「探
求の余白」を残す構成とした。古地図
の紹介・地図の活用に関する歴史を増
補した「なぞのしょくぶつ　わくわく
の実」と、天文学の発展史（「ほしがつ
なぐ　ものがたり」）の二本を行なっ
た。そしてこれらの「おはなし」を通
じて得た気づきや関心を、続くワーク
ショップで形にするという二段構成を
とった。

③展示「空と海がつなぐ世界」（11
月5、6、12、13日、公開）＋展示解説
ツアー（11月8日、3クラス）

天文学の歴史と東西伝播・古代の世
界観（「空がつなぐ世界」）、大航海時
代以降の地理認識の変容（「海がつな
ぐ世界」）、地理情報システム（GIS）を
通じた現代の地図利用（「地図がつな
ぐ地域」）という三つの観点を軸に構
成した。世界地図が精密になる過程の
なかで、日本がいかに描かれてきたか
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も併せて紹介した。11 月 8 日には皆既
月食にちなみ、在園児を対象とした展
示解説ツアーを行なった。

④参加型企画（ハンズオンスペー
ス・大型地図）

自ら学びを広げる空間と位置づけ、
関連図書、AR 地球儀などの資料を設
置した。大型の世界地図は、来場者に
空や海に関するエピソードや調べた内
容を各所に貼ってもらうことで、経験
や学びを共有してもらう空間とした。

４．持続的な「対話」に向けて

二年目を終えて、本企画に「成果」
があるとすれば、まずは幅広い層に
リーチできたという点だろう。今年度
はワークショップの回数を減らした
うえ、天候にも恵まれなかったが、来
場者、参加者は延べ 1,000 人を超えた。
多くの方に足を運んでいただき、企画
参加によって展示内容が充実していっ
たという結果は、「シビル」と「ダイア
ログ」という言葉の双方に適うもので
あったと思う。

来場者の動線を観察すると、ほとん
どの方が最奥部の世界地図に足を止め
ていた。寄せられたメッセージカード
の内容は、AA 研スタッフによる学術
的なものから、世界を旅した思い出、
保育園の先生方のお勧めスポット、こ
どもたちが寄せた豆知識など、多岐に
わたっていたが、学びや記憶を共有す
るという企画趣旨が支持を集めている
ことを感じた。

試行錯誤で終わった一年目とは異な
り、今回強く感じたのは、継続的に実

施していくうえでの課題である。今後
も幅広い層へのリーチを前提にするな
らば、実施場所は大学キャンパスに限
定しないほうがよい。舞台となった世
田谷代田 仁慈保幼園は、小田急線線
路跡地の再開発の一環として、「地域
共生」の拠点としての役割も帯びてい
る。このような特色ある園だからこそ
本企画を受け入れてもらえたが、こど
もたちの安全を確保しつつ地域社会に
開放することに対して理解と協力を仰
げる、キャラバンとしての開催場所を
探っていかなければならない。

また、実施形態においても大きな課
題が浮上することとなった。信頼学の
コンセプトに基づき企画全体のテーマ
を設定する以上、それに沿った各企画
を統括する運営上の負担が大きくな
る。加えて、おはなし会は一方的に話
して終わり、ではない。参加者と「探
求」し、その成果へのフィードバック
まで含むと、ある程度の期間が必要で
ある。展示を省略すれば負担は軽減さ
れるが、すべての人に開かれた、「つ
ながり」を考える場は設けるべきでは
ないか。さらに「共に創る」ことを前
提にしたアウトリーチ活動には無限の
時間と労力が要求されるにも関わらず、
社会貢献とはみなされても、研究活動
の一環としては十分に評価されていな
い。今後も双方向性ある企画を継続す
るために、これらの課題を踏まえつつ、
多くの研究者が参加しやすい形態を模
索していきたい。

シビルダイアログは、みんなで作る
企画である。今回も、参加者全員で人

類の歩みを振り返り、正解のない問い
に向き合うことを目指した。だが、こ
どもはつまらない話は聞いてくれない。
手抜きはすぐに見破られる。だからこ
そ話題を提供する際には、「学問って、
こんなにおもしろいんだ！」という研
究者としての原点に立ち返り、誰より
も楽しんで話すことが、アウトリーチ
活動における最も重要な姿勢だと、二
年間の試行錯誤を通じて確信するに
至った。文字通り全力を尽くして走り
切った後に、参加したこどもから「わ
くわくの実、楽しかったよ！」と声を
かけられたことは、何よりの労いで
あった。今年度も本企画のパートナー
としてご尽力くださった世田谷代田 
仁慈保幼園の先生方、そして企画の主
役として、目の醒めるような意見や創
造性に満ちた作品を寄せてくれたこど
もたちに、心からの御礼を申し上げる。

シビルダイアログ・キャラバン 
作業部会

野田仁・熊倉和歌子・ 
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運�営ディレクション：
菊地みぎわ・ 
根本京子（世田谷代田 仁慈保幼園）

こどもたちから寄せられた作品（わくわくの実）おはなし会「ほしがつなぐせかい」
（11月6日）作品

大型世界地図展示解説ツアー（11月8日）




